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宋・太宗の太平興国の改元について
Song Emperor Taizong’s Change of an Era
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お わ り に
　これまで，太平興國への変則的な時期の改元は，太宗の簒奪説に賛成する立場の人たちに
よって，その証拠のひとつとして取り扱われてきた。ところが，検討してきたように，高祖・
仁宗も太宗と同じような時期に改元しているのである。したがって，冬至に南郊の祭祀を行
ない，その後に大赦して改元するのが，当時の改元の習慣だったと考えられる。ただ，これ
は宋の極めて初期と仁宗の治世下とで行なわれただけであった。
　最後に「太平興國」の出拠について付け加えておく。ただこれは，浅学の私の調べたとこ
ろであるので，はっきりと断定できないのであるが。
「太平」は，『禮記』仲尼燕居の，
言いて之を履
ふ
むは禮なり。行ないて之を樂しむは樂なり。君子は此の二者を力めて，以
て南面して立つ。夫れ是
ここ
を以て天下太平なり。諸侯は咆し，萬物は體を燮し，而して百
官は敢て承事せざる莫し（『禮記』仲尼燕居）。
を踏まえる。これは，天下泰平の意味である。
　しかし，「興国」は，『左氏傳』昭公四年の，
　　冀の北土は，馬の生ずる所なれども，興國無し。
や，『穀梁傳』僖公二十二年の，　
　　古者，甲を被り冑を嬰
まと
うは，以て興國に非ざれば，則ち以て無道を征するなり。
を踏まえているのかもしれない。
　元号は，おめでたい語句を選ぶものであり，二字のものがほとんどである。「太平」に
ついては，三国呉の呉主亮の太平（二五六年～二五八年）・北燕の馮跋の太平（四〇九年
～四三〇年）・梁の敬帝の太平（五五六年～五五七年）・遼の聖宗の太平（一〇二一年～
一〇三一年）と，北魏の太平眞君（四四〇年～四五一年）とがある。「太平眞君」以外は，
天下泰平の意味で用いられたようである。
　「興國」については，管見の及ぶところ「太平興國」で用いられるのみである。もしも，『左
氏傳』や『穀梁傳』を踏まえているとすると，たんに国家繁栄の意味だけでないものも含ま
れているのではないだろうか。
　『左氏傳』では，「燕などの地は，馬がたくさんいるものの，栄えた国はない」という意味
で，当時の状況からすると，燕は遼を指していると考えられる。すると，遼に対する否定的
な意味が込められていることになる。
　また，『穀梁傳』では，「むかしは，甲を着て冑をかぶるのは，国を興すか，無道を征伐す
るかに限られる」という意味になる。当時の宋の統一事業を正当化するような意味が含まれる。
　すると，「太平」は，その文字どおりの意味と理解してもよいが，「興國」については，『左
氏傳』・『穀梁傳』を踏まえているとすると，「創業　我に由る」（『宋紀受終考』卷下・六葉）
だけではないと考えられるのではないだろうか。
